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現在、社会的障壁の除去について必要かつ合理的な配慮を的確に実施するための環境整

備が急務となっている．このような背景から，地域の福祉団体・若者と連携し，視覚障害

者にやさしい公的トイレに向けた改善検討を実施した．その結果，今回の改善提案が静岡

県内の道の駅等に設置されるまでに至ったので報告する． 
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１． はじめに 

 

 国土交通省では，平成6年に制定されたハートビル法

に基づき，「道の駅」や交通結節点のトイレなどの公共

施設のバリアフリー化を推進してきた．そのような中，

障害者基本法（昭和45年法律第84号）の基本的理念であ

る「障害者に対する差別の禁止」を具体化するため，障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成25
年法律第65号）が制定された．これにより，社会的障壁

の除去に関する必要かつ合理的な配慮を的確に実施する

ための環境整備が急務となっている．特に，公的トイレ

については，視覚障害者から「男女の区別ができな

い」，「便器までの案内もない」などの不自由を感じる

との声があったため，重点的に検討を進めることとし

た． 
本稿では，国土交通省静岡国道事務所が実施した，視

覚障害者にやさしい公的トイレに向けた検討を紹介し，

バリアフリーに対する理解の促進や取り組みの普及の一

助となることを目的とする． 
 

２． 地域の団体・若者と連携した改善検討 

 
 静岡国道事務所では，公的トイレの改善検討を実施す

るにあたり，実際に障害者が感じている不自由を正確に

抽出する必要があったことから，静岡地域で障害者の活

動支援を行っている「さくらの架け橋会」と連携し，検

討を進めることとした．また，視覚障害者の不自由を解 

決する方法について，既存のアイディア以外からも求め 

 
図-1  事業の経緯 

 
ることを目的に，施設や設備のデザインを専攻する静岡

デザイン専門学校の学生とも連携することとした．事業

の経緯を図-1に示す．主な取り組みは以下の3つである． 
① 視覚障害者との意見交換会（平成30年12月26日（水）

静岡国道事務所会議室にて実施） 
視覚障害者を交えて公的トイレの設置状況を確認し，

視覚障害者がトイレを利用する際に課題となるポイント

を整理し，共有した． 
②現地での改善提案会（令和2年1月7日（火）静岡駅北

「さくらの架け橋会」の事業が静岡県の 
補助事業として採択 

改善提案を具体化 

現地での改善提案会 

改善提案発表会 

平成30年 .7 月 

令和 2 年 .1 月 

令和 2 年 .2 月 

静岡国道事務所、「さくらの架け橋会」、 
静岡デザイン専門学校の協働事業と 
して取組を開始 

令和元年 .8 月 

視覚障害者 との意見交換会 
・公的トイレの設置状況を確認 
・ 視覚障 害 者 にとっての不自由を共有 

平成30年 .12 月 

・提案内容の効果を検証 

・取組の内容を広く発信 

提案内容を改善 



 

 

口地下駐車場トイレにて実施） 
 課題に対する改善案を実際に公的トイレに設置し，視

覚障害者に体験いただくことで、その効果を検証した． 
③改善提案発表会（令和2年2月16日（日）静岡市清水文

化会館マリナートにて実施） 
 「さくらの架け橋会」主催の公的トイレに対する改善

提案発表会を開催し，視覚障害者にやさしい公的トイレ

の普及に向けた情報発信を実施した． 
 

３． 公的トイレ改善に向けた取り組み内容 

 
 本項では，上述した公的トイレ改善に向けた取り組み

の詳細について述べる． 
 
(1) 視覚障害者との意見交換会 

 まずは，視覚障害者がトイレを利用する際に課題とな

るポイントを整理するため，視覚障害者を交えて公的ト

イレの現地確認を実施した．その結果，トイレ入り口に

おいて男女の判別できない，トイレ内に入れても便器ま

での案内がない，便器も和式・洋式の区別ができないこ

となどが課題として確認された．視覚障害者との意見交

換の様子を図-2に，意見交換結果を表-1に示す． 
 
(2) 現地での改善提案会 

 現地で確認した課題を踏まえ，公的トイレに対する改

善案を検討し，効果検証を実施した．なお，改善案は学

生が主体となって検討した内容であり，概要はそれぞれ

以下のとおりである． 
a) 壁に敷く道プロジェクト 

DIY用異素材シールを活用したユニバーサルデザイン

により，視覚障害者を案内誘導する提案である． 
b) アイ・コンマーク活動プロジェクト 

視覚障害者がトイレを利用する際に不自由を感じてい 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表-1  視覚障害者との意見交換結果（抜粋）

 

 
図-2  意見交換会の様子 

 
る内容を明記したステッカーの設置により，健常者によ

る補助を促す提案である． 
c) 格安アイデアプロジェクト 

 日用品を活用した案内誘導等の設置により，視覚障害

者がトイレを利用する際の利便性向上を図る提案である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男子トイレは、一般的に手前が小便器で、奥が大便器ではないか。 
小便器の使用頻度が高いため、手前に設置して欲しい。 

水を流す位置が判りづらい。 

トイレットペーパーの位置が他のトイレと逆になっている。 
（洋式便所に座り、右側にトイレットペーパーがある） 

入口から便器までの点字誘導ブロックがないため、便器まで辿りつくこと
が困難である。 

入口に音声があると、便所であることを認識できる。 
（音声案内がないと、トイレがあることすらわからない。） 

トイレの前の案内板の下にある点字誘導ブロックが複雑（二重ライン）に
なっており、点字誘導ブロックを辿って、男子トイレや女子トイレに向かう
ことができない。 

水を流すボタンと非常ボタンとの区別がわかりにくい。 

一番手前の小便器・大便器までは点字誘導ブロックが欲しい。 

手すりに点字があると便利である。 

最近のトイレの通路は、曲がりが多く判りづらい。また同じ形態のトイレに
出会ったことが無い。トイレ毎に形態は異なっているため、統一化して 
欲しい。 

トイレにも一定のルールがあると判りやすくなると思う。 
（例：左手にトイレットペーパー、水洗ボタンを設置する等） 

 

図-3  提案概要 



 

 

 
 改善提案会では，上記の提案内容を実際に公的トイレ 
に設置し，その効果を視覚障害者に体験・検証いただい

た．その結果，「案内誘導の設置位置や高さによっては

案内がわかりにくい」，「案内はトイレ個室や小便器ま

で連続した案内としてほしい」，「説明がなければ案内

誘導であることがわからなかったため，案内誘導の規格

化・統一化など，案内誘導であることを認知できるよう

にしていただきたい」などの意見をいただいた．改善提

案会の様子を図-4，改善提案に対する意見を図-5に示す． 
 

 
図-4  現地改善提案会の様子 

 
(3) 改善提案発表会 

 視覚障害者にやさしい公的トイレの普及に向けた情報

を広く発信するため，静岡市清水文化会館マリナートに

おいて公的トイレに対する改善提案発表会を実施した．

発表会では，学生による提案内容の発表，提案概要パネ

ルおよび仮設トイレを活用した体験ブースの設置，静岡

国道事務所が事務所内のトイレに設置している立体ピク

トの事例紹介により，社会的障壁の除去に関する必要か

つ合理的な配慮に対する理解の促進を図った．発表会の

様子を図-6，図-7，図-8，図-9に示す． 
 
 

 
図-6  学生による提案内容の発表 

 
 
 

 

 
図-5  改善提案に対する意見 

 

 

 

 

図-7  改善提案体験ブース 

 

 

 

 

 



 

 

 
図-8  静岡国道事務所の取組紹介 

 
また，発表会では参加者に対し，アンケート調査を実施

しており，参加者からは「提案内容はいずれも低コスト

で実現性の高いものなので，早期の導入を期待する」，

「ユニバーサルデザインは広く展開されることが重要な

ので，主要メーカーに働きかけ，共通のデザインを作成

するなど，展開のための仕組みづくりがあるとよい」な

どの意見をいただいた．アンケート調査結果を図-10に

示す． 

 

４．おわりに 

 今後の取組としては，今回検討した改善提案について、

耐久性やデザインの見直し等を検討したうえで、静岡県

内の道の駅等における公的トイレへの試験的な設置を実

施する。その後、その効果を検証し、課題等を整理する

ことで、誰もが使いやすい公的トイレの普及を資する。

一方で、新型コロナウイルス感染予防が喫緊の課題とな

る中で、今回改善提案のような接触型の案内誘導は衛生

面で不安が残る。このため、抗菌作用のある素材の使用

など衛生面への配慮についても検討を進めていくものと

する。 
本稿では，静岡国道事務所が実施した視覚障害者にや

さしい公的トイレに向けた改善提案検討を紹介した．今

回の取り組みは地元の福祉団体および学生とともに検討

を進めた事例であり，事業の進め方および事業内容の参

考となることを期待する．また，今回の取り組みが公共

施設に対するバリアフリーのあり方を見直すきっかけと

なり，公共施設の設置・改修時における新たな基準・文

化の醸成につながると幸いである． 

 
 
 

 
図-9  国土交通省道路局長による感謝状の贈呈 

 

 
図-10  発表会参加者によるアンケート結果 

 

謝辞：本検討は，「さくらの架け橋会」，静岡デザイン

専門学校の皆様の多大なるご協力のもとに推し進めてま
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１．提案内容に関する意見 

・どれもすぐ実用出来そうなものばかりでよかった。 
・どの提案も低コストで導入できる点が非常によかった。 

 
２．今後の展開に関する意見 

 ・それぞれのアイデアが少しずつでも広がっていけばよいと感じた。 
 ・プレゼンは３件とも具体的でかつ、即利用が可能に考えられていた。

具体的なステージに進むことを期待する。 
 ・アットホームな雰囲気の中、プレゼンも分かりやすく、とてもよい  

提案だった。是非実現を。 
 ・是非、全国に広がる事を期待します。 
 ・ユニバーサルデザインは広く広まる事が大切なので、そのための仕掛

けも考えていく必要がある。 
 ・トイレの水を流すレバーがユニバーサルデザインではないので、主要

メーカーに働きかけ共通デザインをつくってはどうか。それを各家庭

に導入すれば全てのトイレのデザインの共通化、ひいては全世界の 

共通化となるのではないか。 
 
３．提案会に関する意見 

 ・視覚障害者にかかわるボランティアに参加しているので、この改善提

案会にはとても感激した。 
 ・健常者には気づかない事が沢山あり勉強になった。お手伝いしたい  

気持ちになった。 
 ・自らでは気づかないことを、感じさせてくれる提案会だった。 
 ・また、機会があれば参加したいと思いました。 
 ・とてもアットホームで楽しい発表会だった。 
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